
我が家のタイムラインを作成しよう 

 台風などによる記録的な大雨が全国各地で相次ぎ、大規模な水害や土砂災害が発生し
ています。茨城県でも、平成27年９月の関東・東北豪雨では約4,200人が、令和元年東
日本台風では約330人の方の避難が間に合わず「逃げ遅れ」となってしまいました。 
 こうしたことを防ぐため、各家庭において災害時にやるべきことを確認しておく「我が家のタイム 
ライン」を作成しましょう。 

●タイムラインとは？ 

 タイムライン（マイ・タイムライン）とは、洪水のような進行 
型災害が発生した際に、いつ、何をするかを整理した個人 
や各家庭の防災計画です。 
 台風の接近などによって河川の水位が上昇した場合など 
に、住民一人ひとりがとる防災行動を時系列に整理し、あ 
らかじめ取りまとめておくことで、急な判断が迫られる災害時 
の行動チェックリスト、また判断のサポートとして役立ちます。 

●作成方法 
 

➀名前を記入しましょう。                  
 

②近くの避難先を記入しましょう。 
   -市内の避難先は、市のホームページや総合防災 
   マップなどで確認ができます。また、災害警戒区域 
   外の親戚や友人宅等も避難先として考えられます。 
 

③避難先までの移動手段を記入しましょう。 
 

④避難先までの移動時間を記入しましょう。 
   -災害時は、倒木など避難に時間がかかることが想 
    定されます。余裕がある移動時間を設定しましょう。 
 

⑤避難するときに持っていくものを〇で囲みましょう。 
   -避難の原則は徒歩が想定されます。迅速な避難 
    のためにも持ち物は最小限にしましょう。 
 

⑥避難のタイミングを決めて〇で囲みましょう。 
   -【警戒レベル３】高齢者等避難 
     一緒に逃げる家族の中に、高齢者など避難に時 
     間がかかる人がいる場合に選択します。 
    【警戒レベル４】避難指示 
     安全な場所へ全員が避難します。 
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